
スタンドパイプ操作マニュアル (都民用 ).
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ない初期の火琴に村しては非常に有効なもあですがt拡大してしま|た火災には対応するこ
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ノィ以|の放水ができぅ消火用機材です。消火用機材としては軽量で操作も簡単、また消防車

婁地域では、本乖真近の導防水利を活用した有

なの呼かt消火栓鍵、不ピンドノイドア/Fバー、
文されています。

・ |う′イド́ iイプの
=な
配置場所は、地域の町会・自治会や消防団の倉庫、学校などです。

皆さんの身近にあるかどぅか、また、どこにあるかを確認してみましょう。

スタンドパィ|プ各部の名称

④スピンドルドライバ‐

■■  ①媒介金具|

②スタィドパィプ本体

⑥管そう(噴霧ノズル)

③消火用ホ■ス

(2本 )
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3 スタンドパイプ各部の形状等
品名
・

形状 3寸法 E型番 イメージ写真

スタンドバイプ

単口引上げ式

口径6 5mm長さ8 0 0mm
アルミユウム製| |::

スピンドル|

ドライバー

長さ1 1 00mm

鉄製‐   |

媒介金具

毒込事暴年募倉 ■ . 11:
差込メス6 5mmx差込オス4 0mm

アルミニウム製 :

消火栓鍵

丸蓋用十字型

鉄製|~|

管そう

(噴霧ノズル)

呵寄ホ40m● ||||

ァルミニゥ■撃|

消火用ホース

消防用差警事..■
呼称4 0mu文 2‐ 6“誌
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4 頻耐乍fll贋                  :
まず周囲の人に濠びかけそ:なるべく:
① 消火栓鍵を使用して消火栓蓋を,
ア 角型消火栓の場合     ‐

(I

t、

消火栓鍵を差し込みます。

蓋を開放する際は、周囲の安全を確認 し

腰を受傷しないょう注意しま丸

ます:

蓋が手前に倒れて足を挟み込まないように

貢冨じ雫πlトワテ冥二Z≧t進:警↑璽漿
倒れてきても安全です| 1.
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イ 丸型消火栓の場合
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丸蓋を開ける時は、T庫手前に弓|き上げ
てから、180度回して開放します。

② 吐水口にスタンドパイプを結合しますi次にt放水弁にスピンドルドライィヾ―を結合
して、水が出る力灘轟します。  : 11    1  1■|:1  1 ‐

操作時、消火栓内に物を落下させないよう

に気をうけましよう。 |

結合が不十分だと放水中に外れる可能性が

あり、大変危険です:

不‐ギイド′́―ドラィ́‐、|‐1差レ洛みます。夜間
はこ懐中電灯などがあると便利です。

スタンドパイプとスピンドル ドライバーを差

し込むことで、消火栓蓋力:｀倒れてきた時、足の

挟み込みを防止できます。
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スピンドル ドライバーを反時計回り (左回り)に

回して水が出るか確認します。スタンドパイプか

,|:|‐
「    、   |

( 1

③ ホースを結合し、延長します。   |
ア スタンドパイプにホースを結合し、姿にな■不|‐卒

=不
を結合レ事事|

| |■ 1/   .   1■          ‐

器≒町
に
TttT

塁ま1堪単鍾匙皇鍵虞ζll:L
を観 します1   ‐

こあ―



イ ホースに管そう (筒先)を結合します。

ウ 火元までホニスを伸ばし、放水準備ができた合図をします。

1 
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④放水を開始します。

言じ栞1璽鼻真T否有警li卜 F延
長
丁
るこ

雲 :|1彙t安建 :71ヽ
農の年置

|
前傾姿勢をとうと1水Q辱動力が抑えられ、姿

勢が安定します:  |
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⑤放水を停止します。

合図は、声や動作で確実に伝えます。相

手が見えない場合は、誰かに伝えてもら

います3    ‐ || |

他の本が指火枠の1本9111落ちないように
口■―ド豊■シを置ぐなどして注意を促しま
丸
■ |■
・
||●:   ‐

時計口り(右回り)に(確実に開めましょ

先 ‐  ‐   1. 1■

琴壼摩籍毎撃纂驚藁曇
を整えましょうよ

. :

5 水利・水源            ‐■                    ‐

消火栓・排水栓 (主な設置場所:遣路tl歩道など)    ●   ‐

スタンドパイプを火災の時に使用できる本:

消火栓や排水栓は水道を利用しているた.め●;

できないことがあります。消火栓は、蓋の周

則として蓋に青色のラインが引かれていま丸

消防署員の立ち合いが必要となるので、事前|

消火栓蓋を開けたところ リト水栓蓋を開けたところ
消火栓

― ,こ

排水栓


